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(57)【要約】
透明抗菌性熱可塑性成形組成物を開示する。この組成物は、芳香族ポリカーボネート樹脂
と、式（Ｉ）ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３（Ｉ）（式中、Ｍ１は、アルカリ金属イオ

ン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよび水素イオンからなる群から選択
される少なくとも一種類のイオンであり、Ｍ２は、Ｔｉ、ＺｒおよびＳｎからなる群から
選択される四価金属であり、ａおよびｂは正の数であり、ａ＋ｍｂ＝１であり、ｍはＭ１

の原子価である。）の抗菌性化合物０．０１～３．８パーセントと、を含み、パーセント
がポリカーボネートの重量に対する。この組成物は、良好な外観および表面品質を有する
成形物品に好適である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族ポリカーボネート樹脂および式（Ｉ）
　　　ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３　　　　　（Ｉ）

（式中、Ｍ１はアルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよ
び水素イオンからなる群から選択される少なくとも一種類のイオンであり、Ｍ２はＴｉ、
ＺｒおよびＳｎからなる群から選択される四価金属であり、ａおよびｂは正の数であり、
かつａ＋ｍｂ＝１であり、ｍはＭ１の原子価である。）
の抗菌性化合物０．０１～３．８パーセントを含有し、パーセントがポリカーボネートの
重量に対する、透明熱可塑性成形組成物。
【請求項２】
　該抗菌性化合物が０．１～３．５パーセントの量で存在する、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　抗菌性化合物がＡｇ０．００５Ｌｉ０．９９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．０１（Ｎ
Ｈ４）０．９９Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．０５Ｎａ０．９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａ
ｇ０．２Ｋ０．８Ｔｉ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．１Ｈ０．９Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０

．０５Ｈ０．０５Ｎａ０．９０Ｚｒ２（ＰＯ４）３；およびＡｇ０．０５Ｈ０．５５Ｎａ

０．４０Ｚｒ２（ＰＯ４）３からなる群から選択される一員である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項４】
　抗菌性化合物が
　　　ＮａｘＨｙＡｇｚＺｒ２（ＰＯ４）３

（式中、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１である。）
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　請求項１の組成物を含有する製品。
【請求項６】
　芳香族ポリカーボネート樹脂および式（Ｉ）
　　　ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３　　　　　（Ｉ）

（式中、Ｍ１はアルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよ
び水素イオンからなる群から選択される少なくとも一種類のイオンであり、Ｍ２はＴｉ、
ＺｒおよびＳｎからなる群から選択され、ａおよびｂは、正の数であり、かつａ＋ｍｂ＝
１であり、ｍはＭ１の原子価である。）
の抗菌性化合物０．１～３．５パーセントを含有し、該パーセントがポリカーボネートの
重量に対し、前記組成物がベンゾトリアゾールを含まない、透明熱可塑性成形組成物。
【請求項７】
　抗菌性化合物がＡｇ０．００５Ｌｉ０．９９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．０１（Ｎ
Ｈ４）０．９９Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．０５Ｎａ０．９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａ
ｇ０．２Ｋ０．８Ｔｉ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０．１Ｈ０．９Ｚｒ２（ＰＯ４）３；Ａｇ０

．０５Ｈ０．０５Ｎａ０．９０Ｚｒ２（ＰＯ４）３；およびＡｇ０．０５Ｈ０．５５Ｎａ

０．４０Ｚｒ２（ＰＯ４）３からなる群から選択される一員である、請求項６に記載の組
成物。
【請求項８】
　抗菌性化合物が
　　　ＮａｘＨｙＡｇｚＺｒ２（ＰＯ４）３

（式中、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１である。）
である、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　請求項６に記載の組成物を含有する製品。
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【請求項１０】
　芳香族ポリカーボネート樹脂および式（Ｉ）
　　　ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３　　　　　（Ｉ）

（式中、Ｍ１はアルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよ
び水素イオンからなる群から選択される少なくとも一種類のイオンであり、Ｍ２はＴｉ、
ＺｒおよびＳｎからなる群から選択される四価金属であり、ａおよびｂは正の数であり、
かつａ＋ｍｂ＝１であり、ｍはＭ１の原子価である。）
の抗菌性化合物０．１～３．５パーセントを含有し、パーセントが該ポリカーボネートの
重量に対する、高い透明度に優れる熱可塑性成形組成物であって、前記組成物がベンゾト
リアゾールを含まず、前記透明度がＩＳＯ　１２２３３規格によって０．１”厚の平らな
試験片において１インチあたり少なくとも２１１ラインと決定される、熱可塑性成形組成
物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱可塑性透明成形組成物、特に、抗菌性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無機、銀含有抗菌性化合物が知られている。関連開示が、抗菌ゼオライトを含む抗菌性
樹脂組成物を開示している米国特許第４，９３８，９５５号において行われている。米国
特許第５，６９８，２１２号は、ポリマーおよびシリカゲルの表面のアルミノシリケート
の抗菌性コートを含む抗菌性ポリマー組成物を開示している。米国特許第５，６９８，２
２９号は、現在関連のある無機化合物およびベンゾトリアゾールを変色防止剤として含む
抗菌性組成物を開示している。米国特許第５，８２７，５２４号に開示されている抗菌性
ポリマー組成物は、抗菌性組成物として銀イオン並びに亜鉛および銅からなる群から選択
される一または二種類の任意の金属イオンを含む結晶質二酸化ケイ素を含む。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　発明の要旨
　透明抗菌性熱可塑性成形組成物を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この組成物は、芳香族ポリカーボネート樹脂および式（Ｉ）
　　　ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３　　　　　（Ｉ）

（式中、Ｍ１はアルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよ
び水素イオンからなる群から選択される少なくとも一種類のイオンであり、Ｍ２はＴｉ、
ＺｒおよびＳｎからなる群から選択される四価金属であり、ａおよびｂは正の数であり、
ａ＋ｍｂ＝１であり、ｍはＭ１の原子価である。）
の抗菌性化合物０．０１～３．８パーセントを含み、パーセントはポリカーボネートの重
量に対する。この組成物は、良好な外観および表面品質を有する成形物品に好適である。
【０００５】
　発明の詳細な説明
　本発明の透明熱可塑性組成物は、芳香族ポリカーボネート樹脂および抗菌性化合物０．
０１～３．８パーセント、好ましくは０．１～３．５パーセント、より好ましくは０．３
～２．５パーセント（パーセントは、ポリカーボネートの重量に対する。）を含む。
【０００６】
　本明細書において好適なポリカーボネートとしては、ホモポリカーボネート、コポリカ
ーボネートおよびポリエステルカーボネート（本明細書において使用される用語ポリカー
ボネートはこれらの樹脂のいずれかをいう。）並びにそれらの混合物が挙げられる。
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【０００７】
　ポリカーボネートは既知であり、それらの構造および製造方法は、例えば、米国特許第
３，０３０，３３１号；第３，１６９，１２１号；第３，３９５，１１９号；第３，７２
９，４４７号；第４，２５５，５５６号；第４，２６０，７３１号；第４，３６９，３０
３号；第４，７１４，７４６号および第６，３０６，５０７号に開示されている（これら
は全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。ポリカーボネートは、一般
的に、重量平均分子量１０，０００～２００，０００、好ましくは２０，０００～８０，
０００であり、そのＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８による３００℃における１．２Ｋｇ負荷にお
ける溶融流量は約１～約６５ｇ／１０分、好ましくは約２～３５ｇ／１０分である。それ
らは、例えば、既知の二相界面法（ｄｉｐｈａｓｉｃ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　ｐｒｏｃｅ
ｓｓ）によって、炭酸誘導体、例えばホスゲン、とジヒドロキシ化合物とから重縮合によ
って製造され得る（独国公開特許第２，０６３，０５０号；第２，０６３，０５２号；第
１，５７０，７０３号；第２，２１１，９５６号；第２，２１１，９５７号および第２，
２４８，８１７号；仏国特許第１，５６１，５１８号；並びにＨ．Ｓｃｈｎｅｌｌによる
モノグラフ“Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏ
ｎａｔｅｓ”，Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，
Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，１９６４参照。これらは全て参照することによって本明細書中に組み
込まれる。）。
【０００８】
　本明細書中、本発明のポリカーボネートの製造に好適なジヒドロキシ化合物は、構造式
（１）または（２）

【化１】

（式中、
　Ａ　は、炭素原子を１～８個有するアルキレン基、炭素原子を２～８個有するアルキリ
デン基、炭素原子を５～１５個有するシクロアルキレン基、炭素原子を５～１５個有する
シクロアルキリデン基、カルボニル基、酸素原子、硫黄原子、－ＳＯ－もしくは－ＳＯ２



(5) JP 2009-521590 A 2009.6.4

10

20

30

40

50

－または
【化２】

の基であり、
　ｅおよびｇ　は、両方とも数０～１であり、
　Ｚ　は、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＣ１～Ｃ４－アルキルであり、いくつかのＺ基が一つの
アリール基における置換基である場合、それらは互いに同一であっても異なっていてもよ
く、
　ｄ　は、０～４の整数であり、かつ、
　ｆ　は、０～３の整数である。）
のジヒドロキシ化合物である。
【０００９】
　ジヒドロキシ化合物の中で本発明の実施において有用なジヒドロキシ化合物は、ヒドロ
キノン、レソルシノール、ビス－（ヒドロキシフェニル）－アルカン、ビス－（ヒドロキ
シフェニル）－エーテル、ビス－（ヒドロキシフェニル）－ケトン、ビス－（ヒドロキシ
フェニル）－スルホキシド、ビス－（ヒドロキシフェニル）－スルフィド、ビス－（ヒド
ロキシフェニル）－スルホン、およびα，α－ビス－（ヒドロキシフェニル）－ジイソプ
ロピルベンゼン、並びにそれらの核アルキル化化合物である。これらおよび別の好適な芳
香族ジヒドロキシ化合物は、例えば、米国特許第５，１０５，００４号；第５，１２６，
４２８号；第５，１０９，０７６号；第５，１０４，７２３号；第５，０８６，１５７号
；第３，０２８，３５６号；第２，９９９，８３５号；第３，１４８，１７２号；第２，
９９１，２７３号；第３，２７１，３６７号；および第２，９９９，８４６号に記述され
ている（これらは全て参照することによって本明細書中に組み込まれる。）。
【００１０】
　好適なビスフェノールの別の例は、２，２－ビス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－プ
ロパン（ビスフェノールＡ）、２，４－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－２－メチル
－ブタン、１，１－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサン、α，α’－ビ
ス－（４－ヒドロキシ－フェニル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，２－ビス－（３
－メチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン、２，２－ビス－（３－クロロ－４－ヒ
ドロキシフェニル）－プロパン、ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）
－メタン、２，２－ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン、
ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－スルフィド、ビス－（３，５－
ジメチル－４－ヒドロキシ－フェニル）－スルホキシド、ビス－（３，５－ジメチル－４
－ヒドロキシフェニル）－スルホン、ジヒドロキシ－ベンゾフェノン、２，４－ビス－（
３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサン、α，α’－ビス－（３
，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－ｐ－ジイソプロピル－ベンゼンおよび４，
４’－スルホニルジフェノールである。
【００１１】
　特に好ましい芳香族ジフェノールの例は、２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）
－プロパン、２，２－ビス－（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン
、１，１－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサンおよび１，１－ビス－（
４－ヒドロキシ－フェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサンである。
【００１２】
　最も好ましいビスフェノールは、２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－プロパ
ン（ビスフェノールＡ）である。
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【００１３】
　本発明のポリカーボネートは、それらの構造中に好適なフェノール一種類以上から誘導
されたユニットを伴ってもよい。
【００１４】
　樹脂の中で本発明の実施において好適な樹脂は、レソルシノールおよびビスフェノール
Ａベースのポリエステルカーボネート（登録番号２６５９９７－７７－１）、フェノール
フタレインベースのポリカーボネート、コポリカーボネート並びにターポリ－カーボネー
ト、例えば、米国特許第６，３０６，５０７号、第３，０３６，０３６号および第４，２
１０，７４１号に記述されているものである（これらは全て参照することによって本明細
書中に組み込まれる。）。
【００１５】
　本発明のポリカーボネートは、それらの中に少量、例えば、０．０５～２．０ｍｏｌ％
（ビスフェノールに対して）、のポリヒドロキシル化合物を縮合することによって分枝さ
れ得る。
【００１６】
　このタイプのポリカーボネートは、例えば、独国公開特許第１，５７０，５３３号；第
２，１１６，９７４号および第２，１１３，３７４号；英国特許第８８５，４４２号およ
び第１，０７９，８２１号並びに米国特許第３，５４４，５１４号に記述されている。以
下にこの目的で使用され得るポリヒドロキシル化合物のいくつかの例を挙げる。フロログ
ルシノール；４，６－ジメチル－２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシ－フェニル）－ヘ
プタン；１，３，５－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ベンゼン；１，１，１－トリ
－（４－ヒドロキシフェニル）－エタン；トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－フェニル
メタン；２，２－ビス－［４，４－（４，４’－ジヒドロキシジフェニル）］－シクロヘ
キシル－プロパン；２，４－ビス－（４－ヒドロキシ－１－イソプロピリジン）－フェノ
ール（２，４－ｂｉｓ－（４－ｈｙｄｒｏｘｙ－１－ｉｓｏｐｒｏｐｙｌｉｄｉｎｅ）－
ｐｈｅｎｏｌ）；２，６－ビス－（２’－ジヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－４－
メチル－フェノール；２，４－ジヒドロキシ安息香酸；２－（４－ヒドロキシフェニル）
－２－（２，４－ジヒドロキシ－フェニル）－プロパンおよび１，４－ビス－（４，４’
－ジヒドロキシトリフェニルメチル）－ベンゼン。別の多官能性化合物のいくつかは、２
，４－ジヒドロキシ－安息香酸、トリメシン酸、塩化シアヌルおよび３，３－ビス－（４
－ヒドロキシフェニル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロインドールである。
【００１７】
　上記重縮合法に加えて、本発明のポリカーボネートの別の製造方法は、均一相における
重縮合およびエステル交換である。好適な方法は、参照することによって本明細書中に組
み込まれる米国特許第３，０２８，３６５号；第２，９９９，８４６号；第３，１５３，
００８号；および第２，９９１，２７３号に開示されている。
【００１８】
　ポリカーボネートの製造に好ましい方法は、界面重縮合法である。本発明のポリカーボ
ネートの製造において合成の別の方法、例えば、米国特許第３，９１２，６８８号に開示
されている方法（参照することによって本明細書中に組み込まれる。）、を使用してもよ
い。
【００１９】
　好適なポリカーボネート樹脂は、例えば、商標Ｍａｋｒｏｌｏｎのもと、Ｂａｙｅｒ　
ＭａｔｅｒｉａｌＳｃｉｅｎｃｅ　ＬＬＣから商業的に入手可能である。
【００２０】
　本発明の組成物において必要とされる抗菌剤は、式（Ｉ）
　　　ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３

（式中、
　Ｍ１　は、アルカリ金属イオン、アルカリ土類金属イオン、アンモニウムイオンおよび
水素イオンからなる群から選択される少なくとも一種類のイオンであり、
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　Ｍ２　は、Ｔｉ、ＺｒおよびＳｎからなる群から選択される四価金属、好ましくはＺｒ
であり、かつ、
　ａおよびｂ　は、正の数であり、ａ＋ｍｂ＝１であり、ｍはＭ１の原子価である。）
の抗菌剤である。
【００２１】
　好適なリン酸塩の例としては、
Ａｇ０．００５Ｌｉ０．９９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．０１（ＮＨ４）０．９９Ｚｒ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．０５Ｎａ０．９５Ｚｒ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．２Ｋ０．８Ｔｉ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．１Ｈ０．９Ｚｒ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．０５Ｈ０．０５Ｎａ０．９０Ｚｒ２（ＰＯ４）３

Ａｇ０．０５Ｈ０．５５Ｎａ０．４０Ｚｒ２（ＰＯ４）３

が挙げられる。
【００２２】
　ＮａｘＨｙＡｇｚＺｒ２（ＰＯ４）３

（式中、ｘ＋ｙ＋ｚ＝１である。）
の化合物が特に好適である。
【００２３】
　好適なリン酸塩は、以下のように製造され得る：
　シュウ酸をオキシ硝酸ジルコニウムおよび硝酸ナトリウムの水溶液に撹拌しながら添加
し、次にリン酸を添加する。反応混合物のｐＨを水酸化ナトリウム水溶液で３．５に調節
し、７８時間加熱しながら還流する。沈殿物を濾過し、水で洗い、乾燥し、粉砕してリン
酸ジルコニウムを得て、これを、次に、式１で示される化合物を得るのに好適な濃度の銀
イオンを含む水溶液に浸漬する。
【００２４】
　好適な市販の抗菌剤は、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．からＡｌｐｈａ
ｓａｎ　ＲＣ　５０００およびＡｌｐｈａｓａｎ　ＲＣ　２０００として入手可能である
。この抗菌剤の水和形態、例えば、ＡｇａＭ１

ｂＭ２
２（ＰＯ４）３・ｎＨ２Ｏ（式中、

ｎは６までの正の数である。）、における結合水を配合および／または熱可塑性処理の過
程において取り除く。
【００２５】
　本発明の組成物は、例えば、離型剤、着色剤、加水分解安定剤、放射線安定剤（ｒａｄ
ｉａｔｉｏｎ　ｓｔａｂｉｌｉｚｅｒ）、ＵＶ吸収剤、酸化防止剤、界面活性剤、発泡剤
、充填剤、増量剤、難燃剤および強化剤を含む別の機能性成分を含んでもよい。別の樹脂
が、その含有が本発明の組成物の透明度を低下させないという条件で、更に任意に含まれ
てもよい。これらの樹脂としては、熱可塑性樹脂（例えば、ＰＥＴ、ＰＢＴ、ＰＣＴＧ、
ＰＣＴ、ＰＥＴＧ、およびＰＴＴ）およびビニルポリマー（例えば、ＰＭＭＡ、ＳＡＮ、
ＡＢＳ、ＥＰＤＭ、ＭＢＳ、ポリブチルアクリレート）の一種類以上が挙げられる。
【００２６】
　好ましい態様において、本発明の組成物は、ベンゾトリアゾールを含まない。
【００２７】
　抗菌剤を含み、半透明または不透明である熱可塑性組成物は本発明の範囲内にない。
【００２８】
　本発明の抗菌性組成物は、ポリカーボネート樹脂中に上記常套の添加剤と共にまたは上
記添加剤なしで抗菌剤を混合することによって製造される。この組成物の製造手順および
装置は、常套であり、当業者によく知られている。
【００２９】
　本発明の組成物は、有用な物品の製造に、射出成形および押出を含むあらゆる熱可塑性
処理の方法によって使用され得る。



(8) JP 2009-521590 A 2009.6.4

10

20

30

40

50

【００３０】
　本発明を以下の実施例によってより詳細に説明する。
【実施例】
【００３１】
　例示される組成物の製造において、使用されるポリカーボネートは、ＡＳＴＭ　Ｄ　１
２３８によるメルトフローインデックスが２０ｇ／１０分であることを特徴とする、ビス
フェノールＡベースのホモポリカーボネート樹脂、Ｂａｙｅｒ　Ｍａｔｅｒｉａｌ　Ｓｃ
ｉｅｎｃｅ　ＬＬＣ製のＭａｋｒｏｌｏｎ　２４５８ポリカーボネートである。
【００３２】
　例示される組成物は、以下に示される量およびタイプの抗菌性化合物を含んだ。
【００３３】
　試験において使用された抗菌性化合物は、以下の化合物である。
　抗菌性化合物１（ＡＭ１）：銀含有可溶性ガラス－Ｉｚｈｉｚｕｋａ　Ｇｌａｓｓ　Ｌ
ｔｄ．製のＩｎｏｐｕｒｅ　ＩＺＡ。
　抗菌性化合物２（ＡＭ２）：銀含有可溶性ガラス－Ｉｚｈｉｚｕｋａ　Ｇｌａｓｓ　Ｌ
ｔｄ．製のＩｎｏｐｕｒｅ　ＩＰＬ。
　抗菌性化合物３（ＡＭ３）：銀含有ゼオライト－Ａｇｉｏｎ製のＡｇｉｏｎ　ＡＪ。
　抗菌性化合物４（ＡＭ４）：銀含有ゼオライト－Ａｇｉｏｎ製のＡｇｉｏｎ　ＸＡＪ。
　抗菌性化合物５（ＡＭ５）：銀含有セラミック－Ｓａｎｉｔｉｚｅｄ　ＡＧ製のＳａｎ
ｉｔｉｚｅｄ　ＢＣ　Ａ　２１－６１。
　抗菌性化合物６（ＡＭ６）：Ａｌｐｈａｓａｎ　ＲＣ　２０００。
【００３４】
　以下の表は、例示される組成物の組成および関連特性を記述している：

　（ｃ）－対照標準
　（１）　解像度は、それらの間に明るいスペース（ｌｉｇｈｔ　ｓｐａｃｅ）を有する
密集したラインを含むチャートを使用して測定される。所定のエリアにおいてより多くの
ラインが識別されればされるほど、解像度が良好である。本明細書において、評価される
組成物でつくられた厚さ０．１”の平らな試験片をチャートの表面の０．１”上に配置し
、解像度の測定において解像され得る１インチあたりのラインの数。解像度チャートはＩ
ＳＯ　１２２３３規格に従う。
　（２）　Ｐはピット面である；Ｓは平滑面である。
　（３）　Ｃ＝透明；Ｏ＝不透明；Ｔ＝半透明。
　（４）　解像度：「＋」は２１１ライン／インチ超を意味し；「０」は３５～２１１ラ
イン／インチを意味し；「－」は３５ライン／インチ未満を意味する。
　（５）　光沢評価－ＡＳＴＭ　Ｄ　２４５７によって決定される－は、以下の通りであ
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超を意味し；「－」は、６０～６９を意味し；「－－」は、６０未満を意味する。
　（６）　観測によって決定されるピット評価は以下の通りである：「０」はピットなし
を意味し；「－」はピットを意味する。
【００３５】
　結果は、本発明の抗菌性組成物が、それぞれの抗菌性化合物についてのみ異なる対応す
る組成物よりも良好な光沢、外観および表面品質を示すことを示している。
【００３６】
　本発明を説明の目的で上記に詳細に説明したが、そのような詳細は、請求項によって規
定されるものを除いて、もっぱら説明の目的のためであって、変更が発明の精神および範
囲から逸脱しない限り当業者によってなされ得ると解釈されるべきである。
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